エネルギーデータ　まるっとWorld Map！　展開例
「エネルギーの安定供給の確保」

	
	具体的な学習活動
	指導上の留意点

	導
入

	○導入動画社会科編第１問の動画を視聴する。

	○視聴後の感想を発表させる。


	展
開


	○副教材P12を見て、日本のエネルギー自給率について確認する。
○デジタル世界地図の「エネルギー自給率」を見て、気づいたことを発表する。
・日本が低い
・ヨーロッパやアジアが低い

・赤表示と青表示の違い
○デジタル世界地図の「一次エネルギー供給量」と「エネルギー自給率」を見て、気づいたことを班で考え、発表する。
○日本のエネルギー自給率を上げるためにはどうすればよいのかを考える。

	○副教材と導入動画のデータの違いに
ついて留意する。
○日本がいかに低いかを認識させる。
○赤表示はエネルギー輸入国、青表示は輸出国であることに気づかせる。
○副教材P14の「世界の一次エネルギー総供給と国別うちわけ」のグラフを参考にさせる。
○中国が、エネルギーを大量に使っていることに気づかせる。
○世界の自給率をふまえて考えさせる。

	まとめ
	○日本のエネルギー自給率を上げる前に、安定し
てエネルギーを輸入することが大事であるこ
とを知る。

	○自給率向上方法の発表をふまえ、まとめる。


エネルギーデータ　まるっとWorld Map！　展開例
「地球温暖化問題とエネルギー問題」

	
	具体的な学習活動
	指導上の留意点

	導
入

	○デジタル世界地図の「エネルギー起源CO² 排出量」を見て、気づいたことを発表する。
・中国、アメリカが多い
・インド、ロシアについで日本も多い

	○地球温暖化について学習することに
気づかせる。


	展
開


	○導入動画社会科編第３問の動画を視聴する。
○地球温暖化がどのような影響を及ぼすかを発表する。
・海水面の上昇
・砂漠化
・異常気象
・生態系が変わる
○地球温暖化を防止するにはどうすればよいか、
　班で考え、発表する。

　・ゼロカーボン社会

　・化石燃料の消費を減らす

　・森林を増やす

○パリ協定について知る。


	○視聴後の感想を発表させる。
○小学校の時に地球温暖化についてど
の程度学んでいるかを確認する。
○発表後、副教材P18を使いながら確認
させる。
○現実的な案があるにもかかわらず、
　実際にできない理由も考えさせる。
○副教材P19を使いながら説明する。

	まとめ
	○本時のまとめをする。
	○地球温暖化を防ぐために、日本が果た
すべき国際的役割に気づかせる。


エネルギーデータ　まるっとWorld Map！　展開例
「多様なエネルギー源とその特徴」

	
	具体的な学習活動
	指導上の留意点

	導
入

	○導入動画社会科編第２問の動画を視聴する。

	○視聴後の感想を発表させる。
○再生可能エネルギーにどん
な種類があるか確認させる。


	展
開


	○デジタル世界地図の「一次エネルギー供給構成」と「発電電力量構成」を比較し、気づいたことを発表する。
・一次エネルギーは化石燃料が多い
・発電構成では、原子力や再生可能エネルギー
を主としている国もある
・発電構成では、アジアの国々は石炭の割合が
高い
○デジタル世界地図の「発電電力量構成」にしぼ
り、各国の発電構成のメリット・デメリットを、
班で考え、発表する。
○日本が求める発電電力構成に近い国を選び、問
題点をみつける。
	○それぞれのグラフの特徴を考えさせ、
共通点や相違点を見つけさせる。
○経済性、環境性、安定性などの視点で考えさせる。
○選んだ国と同じようにできない理由を考えさせる。

	まとめ
	○資源のない日本にとって、将来的には新しいエ
ネルギー資源が必要であることに気づかせる。
	○デジタル世界地図の「水素産業に関わ
る特許の2010-2019 年間の国別トー
タルパテントアセット発電電力量構
成　上位10カ国」で日本が第1位で
あることを伝え、日本の将来性を伝え
る。


エネルギーデータ　まるっとWorld Map！　展開例
「省エネルギーに向けた取組」

　　　　　　※エネルギー教育を十分受けた生徒向け
	
	具体的な学習活動
	指導上の留意点

	導
入

	○知っている省エネ活動を発表する。
・エアコン使用時の温度設定
　・自家用車を使用しない
　・省エネタイプの電化製品を使う
	○家庭でできる省エネも大切だが、それ
だけでは、エネルギー消費を抑えられ
ないことを気づかせる。


	展
開


	○デジタル世界地図の「一人当たりの一次エネルギー供給量」を見て、読み取れることを発表する。
・インドが低い
・ブラジルや中国が低い

○デジタル世界地図の「GDPあたりのエネルギー
供給量」を見て、読み取れることを発表する。
　・日本、ドイツ、フランスが低い
　・ロシア、インドが高い
○２つのデータから、省エネが進んでいる国は、
どこかを考え、発表する。

	○1人あたりのエネルギー供給量が少な
いので、エネルギーをあまり多く使っていないと読み取れる。
○発展途上国に多い。
○GDP あたりのエネルギー供給量が低
いので、エネルギー効率が良いと読み
取れる。
○先進国に多い。
○既習知識で考えさせるのは難しい。
ある程度のヒントが必要。

	まとめ
	○日本の省エネ技術について知る。

	○日本の省エネ技術の高さを説明する。
○日本の省エネ技術について調べることを家庭学習課題として終える。


